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福島第一原子力発電所 2 号機を対象に、SAMPSON コードの炉心下部でのデブリ保持モデルを改良し、消

防ポンプによる炉心への代替注水流量を変更した解析を実施し、炉心損傷挙動等への影響を評価した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（1F）の廃炉プロジェクトに資するべく、SAMPSON コードにより 1F2 号機の

事故進展及び炉内状況把握に向けた取り組みを行っている。本報では、炉心下部でのデブリ保持モデル等

を改良し、代替注水流量を変化させた場合の事故進展解析結果を報告する。 

2. 解析手法 

解析は東京電力公表の事象イベントをベースとして実施した。従来の SAMPSON解析では炉心の下部で

デブリは保持されないモデルとしていたが、デブリ保持の影響を評価するため、炉心の下部でデブリを保

持するモデルを追加した。また、消防車注水流量を従来は時間の関数で与えていたが、RPV圧力の関数で

与えるように変更した。 

3. 結果・考察 

図 1に原子炉圧力容器（RPV）の圧力変化を示す。RPV圧力は 14日 18時 02分頃に主蒸気逃がし安全

弁(SRV)が開かれたため、18時 30分頃には 1MPa程度まで減圧されている。図 2の左に示すように、RPV

圧力の低下に伴う減圧沸騰により炉心水位は低下し、炉心下端未満となっている。改良前のモデルでは、

炉心損傷によるデブリが下部プレナムへ落下し、下部プレナムで発生した水蒸気に同伴されて水が吹きあ

げている（図 2中央）。水の蒸発による蒸気発生と水-ジルコニウム反応による水素発生により RPV圧力は

激しく上昇した。そのため炉心下部に抵抗を与えることができるよう改良を加えることでデブリ落下を抑

え（図 2右）、また代替注水量を圧力に応じた関数で与えることで、実測値に近い圧力挙動を得ることがで

きた。なお、本研究は経済産業省「廃炉・汚染水対策事業費補助金」の一部として実施した。 
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図 1 RPVの圧力変化 

図 2炉心体積率分布 

(左：水位炉心下端到達時、中央・右：3/14 21:20ごろ) 
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